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祝「郡山りょう」参議院議員誕生

参
議
院
議
員

郡
山
り
ょ
う

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
私
、
郡

山
り
ょ
う
は
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
の
生
活
現
場
の
声
、
団
結
力
、
そ

し
て
一
票
一
票
が
、
９
４
，
６
１
０
票
と
い
う

非
常
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た

「
現
場
の
声
」
の
実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
働
く
皆
様
の
代
表

と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！
と
も
に
、
生
活
を

豊
か
に
し
、
不
安
の
な
い
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

大
山
勝
也

７
月
20
日
投
・
開
票
の
第
27
回
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
候
補
「
郡
山
り
ょ

う
」
は
、
９
４
，
６
１
０
票
を
獲
得
し
、
当

選
の
栄
誉
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
と
し
て
、
津
田
弥
太
郎
氏
以
来
９
年
ぶ
り
に
組
織
内
参

議
院
議
員
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
方
に
は
「
応
援
カ
ー
ド
」
の
活

動
を
は
じ
め
、
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
必
勝
に
向
け
て
、
多
大
な

る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
間
に
わ
た
る
シ
ニ
ア
会

員
の
皆
様
の
献
身
的
な
活
動
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
今
後
も
「
郡
山
り
ょ
う
」
「
村
田

き
ょ
う
こ
」
両
参
議
院
議
員
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
現
役
と

一
体
と
な
っ
て
社
会
保
障
や
税
制
改
革
な
ど
の
政
策
制
度
実
現

の
取
組
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長

安
河
内
賢
弘

こ
の
た
び
の
第
27
回
参
議
院
通
常
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
郡
山
り
ょ
う
が
当
選
の
栄
誉
を
賜
り

ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
で
し
た
が
、
こ

の
議
席
奪
還
は
、
組
合
員
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
に
よ
る
団
結
力
の
勝
利
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

参
議
院
全
国
比
例
で
の
議
席
奪
還
は
実
に
９
年
ぶ
り
と
な
る

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
悲
願
で
し
た
。
同
時
に
村
田
き
ょ
う
こ
参
議
院
議
員

か
ら
渡
さ
れ
た
勝
利
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
代
表
で
あ
る
郡
山
り
ょ
う
参
議
院
議
員

を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
職
場
や
生
活
現
場
の
声
を
国
会
に
届
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
運
動
を
さ
ら
に
強
化

し
、
よ
り
良
い
社
会
へ
と
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
７
月
24
日
、
友
愛

会
館
に
お
い
て
第
３
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
那
珂
副
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
大
山
会
長

が
次
の
と
お
り
５
つ
の
課
題
を
中
心
に
座
長
就

任
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

①
郡
山
り
ょ
う
当
選
に
向
け
た
皆
さ
ん
の
ご

努
力
に
感
謝
す
る
。
参
院
選
の
結
果
は
、
若
い

世
代
も
含
め
て
自
民
党
政
治
を
見
限
っ
た
と
い

う
こ
と
。
今
の
自
民
党
政
治
で
は
国
民
の
生
活

不
安
を
解
消
で
き
な
い
。
郡
山
り
ょ
う
を
は
じ

め
４
人
の
組
織
内
国
会
議
員
と
連
携
し
、
政
策

制
度
の
取
組
み
を
す
す
め
て
い
く
。
一
方
で
、

世
代
間
の
分
断
を
拡
大
し
な
い
よ
う
に
、
社
会

保
障
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
若
い
世
代
に
正
確

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

②
地
球
温
暖
化
、
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
「
国
連
の
10
の
提
言
」
な
ど
を
参
考
に
、

自
分
達
で
何
が
出
来
る
か
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
で
何
が
出
来
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
ト
ラ
ン
プ
関
税
は
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ

を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
い
う
資
本
主
義
の
基
本
に
逆
行
し
て
い
る
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
守
る
た
め
に
、
価

値
を
認
め
合
う
社
会
の
理
念
を
全
世
界
に
波
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

④
世
界
各
国
が
軍
事
力
強
化
へ
向
か
っ
て
い

る
。
核
兵
器
使
用
の
脅
威
も
高
ま
っ
て
い
る
。

核
戦
争
を
さ
せ
な
い
運
動
を
強
化
し
て
い
く
。

⑤
政
策
課
題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
今
後

の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
「
財
源
問
題
」

に
つ
い
て
、
現
役
や
４
人
の
組
織
内
国
会
議
員

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

次
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
を
代
表
し
て
、
中
井
書
記
長
よ

り
、
「
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

は
９
年
ぶ
り
に
純
粋
な
組
織
内
参
議
院
議
員
を

も
つ
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
票
数
は
３
年
前
、

６
年
前
と
比
べ
て
大
き
く
減
っ
て
い
る
。
し
っ

か
り
と
し
た
総
括
を
し
て
い
き
た
い
。
核
兵
器

使
用
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
。
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
の
国
民
運
動
に
力
を

い
れ
て
い
く
」
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
日
前
に
当
選
を
決
め
た
ば
か
り
の
郡
山
り
ょ

う
参
議
院
議
員
も
駆
け
付
け
、
「
こ
の
２
年
間

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。
本
番
は
こ

れ
か
ら
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
所
属
し
、
働
き

方
、
医
療
、
年
金
、
最
低
賃
金
な
ど
重
要
課
題

に
つ
い
て
、
現
場
の
声
、
す
べ
て
の
世
代
の
声

を
受
け
止
め
て
課
題
を
解
決
す
る
政
策
を
構
築

し
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針

案
、
２
０
２
６
年
度
予
算
案
、
２
０
２
６
・
２

７
年
度
役
員
、
核
兵
器
禁
止
１
０
０
０
万
署
名

活
動
、
２
０
２
６
年
度
定
期
総
会
対
策
の
順
で

議
論
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
方
針
案
は
、

参
議
院
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
政
策
実
現

活
動
の
記
載
を
全
面
的
に
書
き
直
し
た
上
で
、

９
月
３
日
の
定
期
総
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

７
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
加
盟

す
る
日
本
退
職
者
連
合
の
第
29
回
定
期
総
会
が
、

東
京
・
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
人
見
会
長
よ
り
、
「
今
次
参
議
院
選
挙

は
与
党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
政
権
交
代

に
つ
な
げ
る
重
要
な
選
挙
。
連
合
推
薦
候
補
全

員
当
選
の
た
め
に
一
層
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

今
年
は
戦
後
・
被
爆
80
年
の
年
で
あ
り
、
様
々

な
行
動
で
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
平

和
な
日
本
を
求
め
て
い
く
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
清
水
連
合
事
務
局
長
、
立
憲
民
主
党

辻
本
代
表
代
行
、
国
民
民
主
党
川
合
幹
事
長
代

〈
裏
面
に
続
く
〉

退職者連合

第
29
回
定
期
総
会
を
開
催

新
会
長
に
野
田
那
智
子
さ
ん
選
出

ス
ロ
ー
ガ
ン
～
紛
争
を
終
結
し
平

和
な
世
界
を
、
安
心
で
き
る
暮
ら

し
を
若
者
へ
つ
な
ご
う
～

第
３
回
幹
事
会
を
開
催

～
郡
山
り
ょ
う
参
議
院
議
員
よ
り

決
意
の
挨
拶
～

皆様のご支援、ご協力あり
がとうございました。
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〈
表
面
か
ら
続
く
〉

行
、
社
会
民
主
党
福
島
党
首
ら
来

賓
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
に
入
り

２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
、
予
算
、

政
策
制
度
要
求
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
参
画
推
進
計
画
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
あ
と
満
場
一
致
で
全
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
４
期
８
年
会

長
を
務
め
ら
れ
た
人
見
一
夫
さ
ん

が
退
任
さ
れ
、
あ
ら
た
に
事
務
局

長
の
野
田
那
智
子
さ
ん(

自
治
退)

を
新
会
長
、
副
事
務
局
長
の
宇
田

川
浩
一
さ
ん(

全
印
刷
退)

を
事
務

局
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

か
ら
は
大
山
会
長
が
副
会
長
に
、

大
野
事
務
局
長
が
幹
事
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
退
職
者
連
合
は
７
月
15
日
、

第
29
回
定
期
総
会
前
日
の
全
国
組

織
代
表
者
会
議
で
、
１
９
４
５
年

８
月
２
日
未
明
の
東
京
の
八
王
子

市
大
空
襲
を
体
験
し
た
石
井
忠
明

さ
ん(

86
歳)

を
講
師
に
テ
ー
マ

「
戦
後
80
年

今
、
伝
え
ね
ば
」

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
の
八
王
子
市
旧
市

街
地
の
人
口
は
６
万
３
千
人
で
し

た
が
、
八
王
子
市
大
空
襲
の
惨
状

に
つ
い
て
犠
牲
者
５
百
人
以
上
、

負
傷
者
２
千
５
百
人
以
上
、
罹
災

者
７
万
７
千
人
以
上
、
焼
失
家
屋

１
万
４
千
戸
を
超
え
旧
市
街
地
の

80
％
を
焼
失
し
た
と
報
告
が
あ
り
、

Ｂ
29
爆
撃
機
１
７
０
機
が
飛
来
し
、

大
型
爆
弾
Ｍ
17
（
集
束
焼
夷
弾
１

１
０
発
入
り
）
を
67
万
２
千
発
投

下
、
当
時
の
八
王
子
市
人
口
一
人

に
対
し
10
発
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
惨
状
だ
っ
た
と

強
調
し
て
い
ま
し
た
（
１
９
４
５

年
３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
で
は

約
70
万
発
の
焼
夷
弾
を
投
下
）
。

石
井
さ
ん
自
身
の
体
験
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
話
し
て
い
ま
し
た
。

伝
単
（
米
軍
の
投
下
宣
伝
ビ
ラ
）

で
空
襲
が
予
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、

７
月
下
旬
に
母
と
す
ぐ
上
の
兄
と

三
人
で
八
王
子
の
家
か
ら
神
奈
川

の
母
の
実
家
に
避
難
し
て
い
た
が
、

お
い
て
き
た
愛
犬
が
気
に
な
り
、

皆
で
家
に
帰
っ
て
き
た
の
が
８
月

１
日
。
日
付
が
変
わ
る
こ
ろ
空
襲

警
報
が
激
し
く
鳴
り
響
い
た
。

「
八
王
子
駅
が
真
っ
赤
だ
。
逃

げ
ろ
」
と
父
が
叫
び
、
父
を
残
し

て
一
家
６
人
が
リ
ヤ
カ
ー
で
近
く

の
桑
畑
に
向
か
っ
た
。
た
ど
り
着

く
間
際
に
米
軍
機
の
機
銃
掃
射
に

あ
っ
た
が
、
桑
畑
に
駆
け
込
ん
で

助
か
っ
た
。
同
じ
桑
畑
で
は
銃
撃

さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
母
子
も
い
た
。

帰
る
と
、
自
宅
周
辺
は
焦
土
と
化

し
、
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
市

内
の
お
寺
に
行
く
と
、
ト
タ
ン
の

上
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
数
十
人
が

寝
か
さ
れ
て
い
た
。
あ
た
り
に
異

臭
が
漂
い
、
怖
く
て
震
え
て
い
た
。

(

文
責
・
会
長
大
山
勝
也
）

Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

は
６
月
16
日
、
那
珂
会
長
を
講
師

と
し
て
政
策
・
制
度
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
14
名
、

テ
ー
マ
は
「
少
子
化
問
題

現
状

と
今
後
の
課
題
」
で
す
。

昨
年
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

で
は
い
く
つ
か
の
政
策
課
題
に
つ

い
て
研
究
を
し
ま
し
た
が
、
那
珂

会
長
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
副

会
長
と
し
て
少
子
化
問
題
を
担
当

し
、
そ
の
報
告
書
が
３
月
に
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
当
ク
ラ
ブ
学
習

会
で
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
出
生
数
が
70
万

人
を
切
り
、
人
口
が
減
少
に
転
じ

て
い
る
日
本
で
は
、
将
来
の
姿
と

し
て
モ
ノ
づ
く
り
や
各
種
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
現
実
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
日

本
で
は
雇
用
不
安
と
賃
金
の
停
滞

が
長
年
続
い
た
こ
と
に
よ
り
結
婚
、

出
産
を
た
め
ら
う
人
が
増
え
て
き

た
こ
と
、
ま
た
家
事
・
育
児
の
女

性
負
担
の
偏
り
か
ら
女
性
が
結
婚
、

出
産
を
た
め
ら
う
傾
向
が
強
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

少
子
化
問
題
の
解
決
の
た
め
に

は
若
い
世
代
の
将
来
不
安
・
子
育

て
不
安
の
解
消
が
必
要
で
す
。
そ

の
第
一
と
し
て
雇
用
の
安
定
と
安

心
の
社
会
保
障
で
暮
ら
し
の
基
盤

確
立
、
第
二
に
賃
金
の
安
定
的
な

向
上
で
結
婚
、
子
育
て
で
き
る
経

済
的
な
ゆ
と
り
、
第
三
は
時
短
で

生
活
時
間
に
ゆ
と
り
、
最
後
に
家

事
・
育
児
時
間
の
男
女
平
等
促
進

で
す
。

講
演
の
結
論
と
し
て
は
「
先
に

述
べ
た
解
決
策
は
労
働
組
合
が
こ

れ
ま
で
目
指
し
て
き
た
目
標
そ
の

も
の
だ
が
、
不
安
定
雇
用
を
拡
大

し
賃
金
を
抑
制
し
、
生
活
時
間
を

奪
う
と
い
う
経
営
側
に
よ
る
「
働

か
せ
方
」
改
革
に
阻
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
労
働
者
の
た

め
の
真
の
「
働
き
方
」
改
革
が
肝

要
で
す
。
本
当
に
働
く
人
が
報
わ

れ
る
社
会
の
構
築
が
少
子
化
対
策

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
岐
阜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

６
月
14
日
サ
ン
ワ
ー
ク
大
垣
に
て
、

「
年
金
制
度
に
つ
い
て
」
岐
阜
県

社
会
保
険
労
務
士
の
西
濃
支
部
・

田
中
佐
菜
江
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

37
名
の
方
に
参
加
を
頂
き
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
５
月
16
日
、
私
た

ち
の
将
来
の
安
心
に
深
く
係
わ
る

「
社
会
経
済
の
変
化
を
踏
ま
え
た

年
金
制
度
の
機
能
強
化
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
案
（
年
金
制
度
見
直
し

法
案
）
を
第
２
１
７
回
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
、
５
月
30
日
に
衆
議

院
で
修
正
（
基
礎
年
金
底
上
げ
措

置
を
法
案
の
付
則
に
盛
り
込
む
）

の
う
え
、
参
議
院
に
送
ら
れ
６
月

13
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
、
①
社
会
保

険
の
加
入
対
象
者
の
拡
大
②
在
職

者
老
齢
年
金
の
見
直
し
③
遺
族
年

金
の
見
直
し
④
保
険
料
や
年
金
額

の
計
算
に
使
う
賃
金
の
上
限
の
見

直
し
⑤
そ
の
他
見
直
し
等
の
措
置

を
講
ず
る
と
の
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

年
金
受
給
者
に
は
、
必
ず
毎
年

６
月
中
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り

「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
を
確
認
し
て

も
改
定
の
し
く
み
を
知
る
方
は
多

く
は
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
、
年
金
額
改
定
の
し
く

み
に
つ
い
て
、
田
中
講
師
よ
り
年

金
額
の
改
定
ル
ー
ル
と
令
和
７
年

度
の
年
金
額
改
定
に
つ
い
て
講
話

を
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
東
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

街
歩
き
と
し
て
５
月
27
日
、
21
名

が
参
加
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
）
調
布
航
空

宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
の
展
示
室
を
見

学
し
ま
し
た
。
調
布
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
中
で
航
空
技
術
の
研
究
す
る

唯
一
の
拠
点
と
し
て
、
日
本
の

航
空
産
業
の
成
長
に
貢
献
し
行

政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
次
世
代
航

空
技
術
を
研
究
開
発
、
航
空
か

ら
宇
宙
ま
で
多
様
な
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

屋
外
展
示
に
は
、
懐
か
し
い

Ｙ
Ｓｰ

11
退
役
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
内
部
展
示
が
あ
り
興
味
深
く

拝
見
し
、
「
ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
の

部
屋
に
入
り
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
、
未
来
の
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー

ン
で
宇
宙
旅
行
の
模
擬
操
縦
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
職
員
の
方
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

航
空
セ
ン
タ
ー
の
見
学
後
、

徒
歩
組
と
タ
ク
シ
ー
組
の
２
班

に
分
か
れ
て
深
大
寺
（
東
京
都

調
布
市
に
あ
る
お
寺
で
東
京
で

は
浅
草
寺
に
次
ぐ
古
刹
）
に
向

か
い
、
深
大
寺
名
物
の
そ
ば

（
湧
水
が
豊
富
で
昔
か
ら
そ
ば

の
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
い
ま
し

た
）
を
頂
き
ま
し
た
。

退職者
連合

「
戦
後
80
年
」
の

学
習
会
を
開
催

埼玉
「
少
子
化
問
題
」
の

学
習
会
を
開
催

小
泉
茂

事
務
局
長

岐阜
「
年
金
制
度
」
の

研
修
会
を
開
催

東京

平
木
和
裕

幹
事

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」
を
見
学

井
亦
廣
幸

事
務
局
長


